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セクシュアル・マイノリティについて

よくある質問
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問 1.　人はどうして同性愛等のセクシュアル・マイノリティになるのでしょうか？

答 1.　誰も好き好んでセクシュアル・マイノリティになるわけではありません。また、育児や教育の結果と

してセクシュアル・マイノリティになるわけでもないようです。

　むしろ、先天的な要因が決定的な影響を及ぼすようです。それが遺伝子レベルの話なのか、

母体で発生する時期での話しなのか諸説ありますが、決定的な説明は今のところはありません。

また、自然界においては人間より下等な生物においても、同性愛的な行動が普通に観察され

るようです。そんなことから、セクシュアル・マイノリティとは、実は必ずしも自然に反する行動

や存在ではないというのが近年の一般的な考え方です。もちろん、精神疾患などではありませ

ん。

　ただし、性同一障害については、医学的な支援が必要な場合が多いため、あえて障害とい

う位置づけになっているという実情があります。

　存在として少数派なので、異常と見做された歴史的経緯の中では、どうしても「どうしてそ

うなるのか」という疑問がおこりますが、例えば「異性愛としてうまれる」か「同性愛として生

まれる」かは、「男として生まれる」か「女としてうまれる」かというレベルと同じものだと考

えるべきだと思います。ただ、男女は半分ずつの比率になるのに対して、異性愛と同性愛の

比率は極端に前者に偏るという事情があるので、「異常あるいは特別」という位置づけに甘ん



じることが多かったと言えるのではないでしょうか。

　世界にはどの地域でもどの時代でも、ある一定の割合でセクシュアル・マイノリティが存在し

たし、これからも存在し続けるのです。
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問 2. 　セクシュアル・マイノリティの存在や権利を認めると、世の中セクシュアル・マ

イノリティだらけになって、世界が滅ぶんじゃないですか？

答 2.　滅んだりしません。安心してください。

　セクシュアル・マイノリティは、主義主張や特別な思想を述べているわけではありません。

ただ、その存在を認めて欲しいと主張しているだけです。

　過激な思想や宗教のように主義主張を他の人に押し付け、洗脳して行動を変えようとするこ

ととは全く違います。私たちは努力しても異なるセクシュアルティにはなれないように、多数派

の中にいるあなたもどう努力してもセクシュアル・マイノリティにはなれません。

　ただ、自分を隠して生きているセクシュアル・マイノリティも少なからずいますから、その人

たちは自分の人生を見直すことになるかもしれません。

　それでも、私たちを認めてもやはり私たちは少数派です。でもどうどうと生きていきたい、そ

う主張してるだけなのです。
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問 3.　セクシュアル・マイノリティなんて、本当にいるのですか？出合ったことなんて

ありません。本当に特別な人たちなんでは？

答 3.　セクシュアル・マイノリティは全人口のおよそ 3％～5％はいると言われています。

　調査によってはもっと割合が高くなることがありますが、数字の上では少数派には間違いあ

りません。しかし、例えば、知的障害や発達障害を持っている人はそれよりももっと少数派で

す。にもかかわらず、知的障害や発達障害を持っている人に出会おうと思えば意外に簡単です。

養護学校や施設などに行けば容易に出会うことが可能です。最近では街の中でも彼らを見つ

けることができますね。

　 実は 3％～5％という数字は実感できる数字としては結構大きいものです。けれど、セクシュ

アル・マイノリティはどこにいるのかわからない。

　それは彼らが自分の存在を隠しているからに他なりません。隠れるといっても家の中に普段

じっとしていて、夜中になると出てくるというのではありません。多数派の中に隠れているとい

う意味です。本当はちょっと違うんだけれど、行動も見た目も多数派と同じようにしているから、

その存在がわからないのです。

　例に出した知的障害や発達障害の人の多くは、出生後自分以外の人にその障害を認定され

たりして、おおよそその後の人生では隠すこともできなければ、隠す必要もありません。幼少

の頃からその障害を他人に認知されて生きていきます。

　ところが、セクシュアル・マイノリティの人たちの多くは、成人を迎える前後の頃になってよう



やく、自分自身が他の人と違うことにこっそり気付くのです。

　しかし、現在の社会がその存在を必ずしも肯定的に認めていない実情を知るや、彼らはな

るべく自分だけの秘密として隠しながら生きていこうとします。

　人生の途上で信頼できる仲間ができれば、秘密を共有して生きていくこともできますが、秘

密を墓場まで持っていこうとする人も少なくないようです。概して彼らは孤独な人生を送ること

になります。

　セクシュアル・マイノリティに出会うことが滅多にないと感じるのは、彼らが少数である以上

にあなたに自分の正体を隠しているからにほかなりません。
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問 4.　セクシュアル・マイノリティは不幸な人たちなんでしょうか？

答 4.　基本的に幸か不幸かは当人の主観の問題ですから、一概には言えません。

　不幸な人たちとか、かわいそうな人たちと決め付けるのもある種の差別に繋がりますし、そ

のように観られていると知るとき、自分が否定されているように感じることがあります。ただ、

ありのままの自分を周囲に受け入れられいないという状況は、客観的には幸福とは言えないと

思います。特にセクシャリティの秘密は親しい人にこそ言いにくいという実情がありますから、

なおさら問題が大きくなります。多くのセクシュアル・マイノリティが一番心を痛めているのは、

親兄弟に対しての自分の秘密の扱い方のようです。
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問 5.　セクシュアル・マイノリティを認めると、世の中にいいことがありますか？

答 5.　 基本的にはこれは人権の問題ですから、いいも悪いもありません。世の中にいいことがあるかと

いうのは次元の違う問題です。

　けれど、今セクシュアル・マイノリティの多くの人たちが自分の人生を前向きに生きているか

と問われると、答えはどちらかというと「NO」であるような気がします。多くのセクシュアル・

マイノリティが自分のセクシャリティの問題に由来する自分の中の葛藤を整理するために使う精

神的エネルギーは莫大なものです。中には疲れ果てて自殺を決行するする人も珍しくありませ

ん。将来を悲観して投げやりな人生を送る人もいます。

　人口が減少すると言われ、ただでさえ元気な人間が必要なこの日本で、このように 3％～5％

の人たちが放置された状態で人生を送っています。

　もし、セクシュアル・マイノリティの人たちがいきいきと過ごせる世の中になれば、日本社

会もまた元気を取り戻すきっかけにならないでしょうか？

　そのように考えると、差別など不当な社会的な扱いというのは、社会にとってはマイナスに

なるのだと思います。


